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『新たな奉仕に踏み出そう
� ロータリーの次の百年のために』

▶例会日：第１・第３木曜日（12：30）その他の木曜日（18：30〜19：30）
▶例会場：白河市新白河駅前　東京第一ホテル新白河
▶事務局：〒961-0957 福島県白河市道場小路96-5（白河商工会議所内）  ☎23-3101　ＦＡＸ22-1300

創立 1986年

2021－22年度国際ロータリーテーマ

奉仕しよう　みんなの人生を豊かにするために

○ソング

　◦四つのテスト

○スマイルBOX

　◦鈴木孝幸会長（IM実行委員会全体会開催、いよいよIMも大詰めになってきました。コロナ禍の影響を受け
ず実施できることを祈っております。）

　◦須藤正樹幹事（IM成功願いスマイルします。今日50才になりました。）
　◦関谷亮一会員（3月6日開催のインターシティミーティングを全員で成功させましょう。）
　◦石部辰雄会員（先般、今井名誉会員が認知機能検査におい出になられ、永野パスト会長同様、百点を取られ

お帰りになられましたが、皆様に宜しく申し上げなさいと言うことでした。）
　◦金田昇会員（スぺシャルメニューおいしかったです。IM実行委員会の皆様お世話になります。）
　◦中目公英会員（新年あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いします。オミクロン変異株に

負けず、ロータリーを楽しみたいと思います。）
　◦永野文雄会員（皆様、こんばんは！IMの大成功

を祈念いたします。全体例会おめでとうございま
す。）

第1695回例会
令和４年１月13日（18：30～19：30）

A  出席免除を受けていない正会員数 ５０名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 １４名

T  全 正 会 員 数 ６４名

C  Ⓐの出席者数 ２８名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 ０名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 １３名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ４１名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ６３
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ６５．０％

第1695回例会出席状況� （R４年１月13日)

～１月特別メニューお品書き～

・ほうとううどん　・鶏レバー甘辛煮　・カツ丼
・浅漬け　・季節のデザート



本日のプログラム

第1695回例会 令和４年１月13日（２）

■会長の時間� 鈴木孝幸会長
　皆さん、こんばんは。本日もお忙しい中、
例会にご参加いただきまして誠にありがとう
ございます。今年で2回目の例会。しかも、夜
例会なので例年であれば新年会例会のタイミ
ングだと思いますが、今年は3月6日にＩＭが

実行されますので、実行委員会全体会例会という形になりま
した。本日は皆さんから様々な意見をいただきながら、より
完成度の高いＩＭになるよう有意義な全体会にしていただ
きたいと思っております。せっかくなので先日、ＩＭの方法、
やり方についてマイロータリーを調べてみたのですが、特に
記載がありませんでした。ネットでいろいろなＩＭのやり方
について調べましたが、やはり決まりがないようでございま
す。しかしながら、概ねの目的は会員相互の親睦と知識を広
める。更には、会員にロータリー情報を伝え奉仕の理想を勉
強するために開催されるというふうなことであるようでござ
います。また、ＩＭのプログラム内容は様々で、各クラブ
によって大きく違っています。例として、ガバナーの講演で
あったり、外部から講師を呼んでの講演であったり、歌や音
楽の鑑賞。そして、映画の上映だったり。更には、新人の
方々のスピーチなんてのもありました。貢献された歴代会員
への表彰をしたり、物故会員への黙祷があったり、いろいろ
内容には決まりはないようでございます。我がクラブであれ
ば、例えばご高齢になられて例会に参加できない名誉会員の
方への感謝の意を表す表彰なども一つはいいのかななんては
思ってはおります。あとはＩＭの実行委員会初めての方も多
いですので、わからいことやそしてこうしたらどうでしょう
かとの意見、またこういうやり方はいかがでしょうかなどの
アドバイスも、今までの既成概念を持たないところでどんど
ん意見をいただけたらいいのかなと思っております。最後で
すけれども、現在世間ではオミクロン株の蔓延が危惧されて
いるところでありますが、例えＩＭの開催が危ぶまれるほど
の社会状況になったとしても、我がクラブの十八番でありま
すズームハイブリットによる開催というものは、必ず実現で
きます。リアルでも、例えズームでも我がクラブは素晴らし
いＩＭを実現できると信じております。皆様、是非皆様の力
でＩＭを大成功に導くことによって、金田昇ガバナー補佐が
次のステップに羽ばたけるようにクラブ会員一丸となって後
押ししていただきたいと思っております。またまた最後にな
りますが、富永会員のご尊父様の富永建男様が先日お亡くな
りになられました。数えで100歳でございました。金曜日が
お通夜、土曜日が告別式となっております富永建男様は、現
役の白河ロータリークラブのメンバーでありますので、白河
クラブからも当日のご葬儀のお手伝いは沢山来られると思い
ますが、富永章さんから西クラブにも若干名お手伝いを要請
されておりますので、お手すきの方はお手伝いをよろしくお
願いしたいと思います。これにて、今回の会長の時間は終わ
りたいと思います。今日はよろしくお願いします。

■幹事報告� 須藤正樹幹事
◦福島民報社：広告掲載について
◦福島民友社：広告掲載について
◦葬儀委員長 鈴木邦典：訃報のお知らせ

◦公財）ロータリー米山記念奨学会 事務局長 柚木裕子：
2021-22年度下期普通寄付金のお願い

◦国際ロータリー日本事務局経理室：国際ロータリー日本事
務局経理室より2022年度1月RIレートのお知らせ

◦比国育英会バギオ基金 会長 淺田豊久：「バギオだより」
配布のお願い

◦RID2530共有イメージIT委員会 委員長 相良元章：SNS勉
強会パネリスト参加のご依頼

◦地区事務所：地区補助金申請に係る書類について

■委員会報告
◦会計� 横田俊郎会員

　皆さん、こんばんは。会計のほうからお知
らせいたします。1月は会費の引き落としの月
でございまして、今月25日にご指定の口座よ
り会費のほう引き落としをさせていただきま
すので、ご準備のほうをよろしくお願いいた

します。後程、事務局のほうからも案内が届くと思いますの
でご確認いただければと思います。よろしくお願いいたしま
す。

■本日のプログラム
ＩＭ実行委員会全体会議
◦ＩＭ実行委員会事務局� 堀田一彦会員

　皆さん、こんばんは。ＩＭ実行委員会事務
局の堀田です。それでは、只今より全体会議
のほうを次第に沿って始めさせていただきま
す。まず、開会の言葉を居川孝男実行副委員
長、よろしくお願いします。

◦開会の言葉� ＩＭ実行委員会　居川孝男実行副委員長
　改めまして、皆さんこんばんは。私どもの
クラブから県南分区ガバナー補佐に金田昇さ
んを輩出しておりますので、ガバナー補佐を
輩出するクラブが基本的にはＩＭを担当する
というふうになっております。当クラブとし

ては、亡き吉成清志さん以来のＩＭだというふうに思ってお
ります。本来であれば、前年度の35周年記念式典もコロナ禍
の中で縮小してやりましたけども、いい機会でございますの
で、一つ皆さんと共にＩＭを盛り上げて成功させるよう本日
は実行委員会のほうでご準備させていただいた情報等提供さ
せていただきますので、3月6日の当日のご協力を含めまして、
当日までの運営、諸事についてご協力をお願いいたしまして、
副実行委員長のご挨拶とさせていただきます。本日は、よろ
しくお願いいたします。

◦ＩＭ実行委員会� 吉田充実行委員長
　皆さん、こんばんは。本当にお忙しいとこ
ろ、今日のプログラムにご参加いただきあり
がとうございます。ＩＭの流れがようやくこ
ういった紙になって出てくるようになりまし
た。第1回第2回実行委員会を各委員長さん方

においていろいろと協議した結果、形になってきたかなとい
うふうに思います。全体会議が今回第1回目ということでご
ざいますので、これから行われる委員会報告の中で、各委員
長さん方からいろいろな報告があると思います。それについ
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て、またいろいろな形で実行委員会の中で揉ましていただい
て、3月6日の当日に向けていろんな形を組んでいきたいなと
いうふうに思います。本当にあと2か月を切っての部分なの
で、1月17日からキャラバン隊も始まるようでございますの
で、各メンバーの皆さん、3月6日に向けて力を合わせてＩＭ
を成功に導いていただければなというふうに思います。こう
いった形でやらさせていただく部分で、私もいろいろな形で
やっていきたいと思いますので、一つよろしくお願いしたい
と思います。今日はご報告を楽しみにしておりますので、よ
ろしくお願いします。

◦県南分区ガバナー補佐� 金田昇様
　皆さん、こんばんは。今年度、ガバナー補
佐をやっております金田です。よろしくお願
いいたします。県南分区を預かるガバナー補
佐を輩出したクラブの一年間の中で、最も大
きな行事としてインターシティミーティング

の開催というものがございます。インターシティミーティ
ングについてお話しさせていただきますと、インターシティ
ミーティングは主催者はガバナー補佐ではなくて、あくまで
も志賀ガバナーが開催する。それをお手伝いするというか行
うのは分区で、それを指揮監督するのがガバナー補佐という
ことです。ですので、私が主催するわけでもないですし、ク
ラブが主催するわけでもありません。でも、実質的にはそう
ではなくてクラブが主催をして分区の各クラブの勉強会と同
時に親睦を深め友好を深めてくということが、大きな目的な
んだろうなというふうに思っております。それと同時に、目
的をきちっと定めてインターシティミーティングを開くわけ
ですが、今年ちょっとこのテーマを作らせていただいました。
後程、また発表になると思いますが持続可能な社会というこ
とで、西ロータリークラブが長年やってました環境保全のこ
とをちょっとテーマにしながら、サスティナブルアクション
ということで持続可能な行動を起こしましょうというふうな
ことですね。今の流行りの言葉になりますが、そんなふうな
ことをやっていきたいと思っております。いずれにしまして
も、この2年間コロナ禍ということでいろんな意味で大変な
思いをしてきました。まだ完全に終息したわけではなくて、
またオミクロン株ということで症状は軽度で重症者も少なく
死者も少ないということで、今後どうなるのかちょっと注目
しながら見ていきたいと思いますが、2年間で感染対策とか
感染予防とか、感染症に対するいろんなことを思いだったり
対策だったりやってきたことをきっちりここにＩＭに反映さ
せて、県南分区8クラブの皆様が安心して集えるような、そ
んなふうなことを提唱しながら開催に漕ぎ付けていきたいな
というふうに思っております。ではありますが、実際のとこ
ろ感染状況によっては規模を縮小したり、いろんなことがあ
るかとは思いますが、また西クラブの持てる英知と行動力
で乗り越えることができるのかなというふうに思っています。
実行力のある流石白河西ロータリークラブだなといえるよう
なＩＭを開催していきたいと思いますので、実行委員長はじ
め各担当の皆様の絶大なご支援ご協力、それからアイディア
を出していただけることをお願い申し上げまして挨拶とさせ
ていただきます。本日はよろしくお願いいたします。

◦ホストクラブ会長挨拶� 鈴木孝幸会長
　改めまして、皆さんこんばんは。ホストク
ラブ会長としまして、一言ご挨拶をいたした
いと思います。先程、金田ガバナー補佐のほ
うから話がありましたとおり、ＩＭはガバ
ナー補佐が所属するクラブがホストクラブと

なって、ガバナーそしてガバナー補佐の意向を反映しながら
開催してくものでございます。先程の会長の時間でも申し上
げさせていただきましたが、ＩＭの内容には決まりはござい
ません。よって、厳正かつ個性溢れるＩＭの実現が県南8ク
ラブ、そしてガバナーを始めとした来訪されるお客様へ、ガ
バナー補佐やこの白河西ロータリークラブの素晴らしさを発
信する良い機会だと思っております。この全体会議が素晴ら
しいＩＭの実現のために有意義な議論が展開されるよう、会
員の皆様に重ね重ねお願いを申しあげましてホストクラブ会
長の挨拶といたします。本日はよろしくお願いします。

◦ＩＭ実行委員会事務局� 吉野敬之事務局長
　皆さん、こんばんは。先程来、実行委員長、
実行副委員長、ガバナー補佐のほうからご案
内ありましたとおり、今年度ＩＭのほうを当
クラブのほうで主幹させていただくというこ
とで、今までに2度ほど実行委員会を重ねてま

いりましたので、本日開催の趣旨といたしましては、実行
委員会でいろいろ協議を重ねていることを今日ご来場の皆様、
それ以外にもすべてのメンバーの方に今の進捗状況を把握し
ていただいて、みんなで作り上げるんだというようなそうい
う気持ちを一つにしていただきたいという趣旨のもと、こう
いうふうな時間をプログラムの中で取っていただきました。
今まで2回の実行委員会を経まして、現状決まっております
事は当然3月6日の式典懇親会。それと4月16日の記念コンペ
の開催ということでございます。それと合わせまして、会
場等の押さえも既に済んでおります。事務局と申しますのは、
主な役割といたしましてはそれらの全体にかかる予算の管理
ですとか、それと会場の押さえであるとか、そういった全
体的に関わることを私どものほうで出欠の取りまとめとかで
すね。そういったものとかやらせていただくんですけど、こ
の後委員会報告というふうに式次第のほうに出ておりますが、
わたくし共のほうで大枠を決めたものを各委員会のほうにお
伝えいたしまして、その中で詳細を決めていただく。詳細を
決めていただく際には、各委員長さんがいらっしゃいますの
で、その委員長さんのもと委員会メンバーの皆様方で内容を
揉んでいただいて決定していただくというような形にさせて
いただいております。添付資料の中に組織図がありまして、
これは以前にも皆様のお手元にお届けしてるかと思いますの
で、それぞれ所属の委員会また委員長のほうはお分かりかと
思いますけれども、その中で皆さん方にいろいろとお骨折り
いただくというふうなことになりますので、よろしくお願い
いたします。今ですね、内容的にはそれぞれの委員会のほう
で揉んでいただくということでしたけれども、一つの区切り
といたしましては1月末もしくは2月上旬に、ＩＭに関するご
案内というものを他クラブのほうにさせていただくようにな
ります。今現状で、大体の当日のタイムスケジュール、内容
等は決まっておりますが、それを正式に詳細に決めていくの
が式典担当であったり、懇親会担当の委員の方達に賄ってい
ただくということになるんですけれども、それを含めた上で
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全体のタイムスケジュールを決め、そして出席依頼というも
のを他クラブ並びに来賓の方々等々にお流しするというのが
1月末から2月頭で予定をしております。3月6日の開催ですの
で、それがぎりぎりのリミットかなというふうに私たちは設
定しておりまして、もうそうするとあと2週間ほどでそうい
うタイミングになりますので。その中で、何回か重ねてきた
中でも大体熟成してるかとは思うんですけども、それを皆さ
んのほうにもご理解をいただきたいなと思っております。会
場のほうと予算のほうの管理のほうは、随時変わってくると
思いますので、その都度わたくしたちのほうで精査しながら
進めさせていただきたいと思いますけれども、大体そういう
場所の選定であるとか、予算の大枠であるとかというのは、
各委員会の方に伝えてありますので、今日それを踏まえた上
で各委員会のほうからいろいろと発表をしていただいて、皆
さんにご理解いただければというふうに思っております。な
お、今日の委員会報告の最後にまとめて質問等は受付けさせ
ていただきたいと思いますので、今日の委員会の説明の中で
何かご不明な点、もしくは更に新たな意見等がございました
ら、委員会報告の後にまとめてお受けいたしますので、皆様
方その進め方でよろしくお願いしたいと思います。というこ
とで、事務局の説明は以上とさせていただきます。よろしく
お願いします。

◦堀田一彦会員
　ありがとうございました。補足の説明といたしまして、資
料の中程に開催要項というものがございます。その開催要
項を見ていただくとわかるんですが、目的が県南分区の各
クラブ全会員が一堂に会し、会員相互の親睦と面識を広める
と共に、ロータリアンとしての在り方やロータリー情報と経
験豊かなリーダーの下に奉仕の理想について研修を図るとい
うことで目的にしております。日時のほうが、令和4年3月6
日日曜日。新会員セミナーが10時から。インターシティミー
ティングが13時30分からの登録。交流懇親会が17時10分から
ということになっております。会場のほうは「グランドエキ
シブ那須白河」で行う予定でございます。ホストクラブが白
河西ロータリークラブ。主催ではなくリーダーとして金田昇
県南分区ガバナー補佐。ＩＭのテーマが「Take Sustainable 
Action（持続可能な行動を起こそう）」というところで、登
録料、一応七千円の予定で現在のところ進んでおります。次
に、全体会議スケジュール、次のページになりますが。今回、
セミナーが10時くらいから登録やって10時半から開始しま
して、12時くらいから会長幹事会と西クラブメンバーの昼食、
当日打ち合わせなどを行いまして、14時からインターシティ
ミーティングの式典を行いまして、途中式典終了後に畠山重
篤様の講演会を行いまして、その後、県南分区8クラブ会長
によるパネルディスカッションを行う予定でございます。そ
の後、17時10分頃から懇親会のほう、コロナの状況にもより
ますが、一応行う予定になっております。補足説明は以上で
す。それでは、各委員会からの進捗状況の報告をお願いしま
す。まずは、新会員セミナーの担当の鳴島委員長、お願いし
ます。

◦新会員セミナー担当� 鳴島三夫委員長
　皆さん、こんばんは。新会員セミナーを担
当してます鳴島です。よろしくお願いしま
す。新会員セミナーは3月6日のＩＭの午前中
に行いたいと思っております。予定時刻とし
ましては、受付けを10時開始。セミナーを10

時半開会、大体60分を予定をしております。講師としまし
ては、2019-2020年のガバナーであります芳賀裕パストガバ
ナー。テーマは「ロータリーの扉を開く」ということでござ
います。西クラブのセミナーへの出席依頼は新人の方ですね。
その方は、瀬谷会員、吉成会員、増子会員、永山会員、水上
会員、白岩会員、石川会員、沼田会員が該当しますので、是
非参加していただきたいと思います。また、芳賀裕パストガ
バナーのお話は大変ロータリーに役に立つお話ですので、も
し時間のある方はセミナーのほうに、多少椅子なんかもある
と思いますので是非参加していただきたいと思います。今の
ところの予定としては、そのような感じになっております。

◦登録担当� 村上堅二委員長
　皆さん、改めましてこんばんは。登録担当
になっております村上です。よろしくお願い
いたします。進捗状況というよりも登録自体
は決められたことを進めるだけなので、とり
あえず受付けのほうで受付けと配布物、それ

の担当の方を決めてメンバーの振り分けをさせていただきま
した。受付けで準備する物等々、配布物はもちろん事務局の
ほうでご用意してもらえるので。あと、観光パンフレットと
かはこちらのほうで用意はする予定にしております。名札
は首下げ式を準備する予定ですけども、これは多分メンバー
は今のプレートを使えますので、来賓の方々のみになると思
います。その時に、リボンをできれば受付けの際に少しテー
ブルを余分に置いていただいて、そこに来賓の方々の名札と
リボンを準備させていただければなというふうに考えており
ます。それから、リボンのほうは今回その予算を取ってある
ようなんですけども、今現状幾つかあるんですけども、他に
何かほかで貸してもらえるところがあれば貸していただけれ
ばいいのかなという感じもあります。それから、来賓の方々
の控え室のほうにご案内するのは、一応ご案内だけはして後
は接待班のほうにお任せするような形を取っていきたいなと
思っております。女性メンバー今回3人委員会のほうに入っ
ておりますので、受付けのほうを3人の方に担当していただ
いて、メンバーで何とか回せるように。前回のＩＭの時はご
婦人の方をお願いしたことがあるんですけども、今回はメン
バーで間に合うのかなというところの話までしました。あと
幾つか要望はまた後からお話させていただきたいと思います。
よろしくお願いいたします。

◦接待担当� 堀田一彦委員長
　続きまして、接待のほうは私になりますが、接待のほう
は資料の途中の新会員セミナーの次のページ、案内状の送付
リストというところをご覧いただければわかりやすくなる
んですが、この中のパストガバナーの富永建男様は外して直
したいと思いますが、このような方々に案内状を出して基本
接待するのは、市長村長とパストガバナー、それから県南分
区直前ガバナー、それから姉妹クラブの出席者に関しては接
待担当のほうで控室のほうにご案内させ、そこでご接待のほ



第1695回例会 令和４年１月13日（５）

うを行いたいというふうに思っております。接待の委員会メ
ンバー、ある程度いますのでこれで十分だと思っております。
また、招待者の中の出席者が決まった段階で委員会を行って、
その後煮詰めていきたいというふうに思っております。接待
担当のほうからは以上です。

◦記録担当� 阿部克弘委員長
　皆さん、こんばんは。記録係担当の阿部克
弘です。副委員長に鈴木典雄会員。委員とし
て、諸橋和典会員、小山智会員、十文字光伸
会員、大竹憂子会員、仁平喜代治会員、富永
章パスト会長、渡部勝也会員、井上敬裕会員

と以上のメンバーで行いますので、メンバーの方はよろし
くお願いしたいと思います。私たちの一番の役割は、式典の
ユーチューブ配信になります。諸橋会員を中心に記録の役割
を進めてまいりたいと思っておりまして、早速1月11日に諸
橋会員が会場のグランディに下見に行っていただきました。
Wi-Fi、有線どちらをもあるので、ユーチューブ配信は問題
ないかと思います。また、備え付けのプロジェクターやスク
リーンもありますので、講演者や講師の方がパワーポイン
ト等の使用も問題なく行えるのではないかと思っております。
あとは、式典の各担当と連携を図りながら、記録係の職責を
全うしてまいりたいと思っております。あと、レジュメの4
ページのほうには記録係のその他の仕事がありますが、こ
ちらのほうも進めてまいりたいというふうに思っております。
以上です。よろしくお願いいたします。

◦ＰＲキャラバン担当� 齋藤孝弘委員長
　皆さん、こんばんは。ＰＲキャラバン担
当させていただきます齋藤です。メンバー
に、上杉さん、櫻岡さん、松永さん、兼子さ
ん、矢田部さん、藤田さん、島田さんと優秀
なメンバーをお預かりさせていただきました。

キャラバンの日程も決まり、配置も決まりました。当日一生
懸命頑張ってもらうことにいたします。日程としましては、
17日来週の月曜日、火曜日、水曜日、月末の27日木曜日、2
月2日に、3人体制でキャラバンに行かせていただきます。そ
の時、この横断幕を持ってＰＲしていきたいと思っています。
当日、ＰＲしたい内容があれば、各委員会、懇親会担当とか、
あとゴルフの日にち等々の告知もいたしてきますので、早め
に私のほうに簡単でいい
ので原稿をお願いいたし
ます。当日は、受付けの
お手伝いということで頑
張らさせていただきます。
以上です。よろしくお願
いいたします。

◦式典監督担当� 山口治委員長
　式典監督委員長を仰せつかっております山
口であります。委員に、副委員長として安部
和夫会員。そして委員に、佐藤清作会員、緑
川直人会員、車田裕介会員というメンバーで
式典監督のほうを請け負ってまいります。こ

の全体のタイムスケジュールが、ちょっと上がってきたのは
去年最終例会ということで、どうしても年末年始がありまし

たので、委員会の中での打ち合わせ等がまだできていない状
態ではあるんですけれども。ちなみに、このＩＭ開始時間が
14時からということで、終了時間が16時55分というこの時間
での私達ＳＡＡが基本担当している委員会ですので、時間の
幅が延長して伸びたりとか、早めに終わっちゃうとかという
ことがないように綿密に時間割を考えて、今後委員会での打
ち合わせをしていきたいと。また、実際ＳＡＡが担当してい
るんですけども、司会進行するメンバーは吉野さんであり、
大住さん、石川さんということですので、その辺とのメン
バーとの連絡を密に取って式典を進めていきたいと思ってい
ますので、よろしくお願いいたします。

◦司会担当� 吉野敬之委員長
　今回、司会は綺麗どころ2人を揃えまして、
なんか綺麗どころと言ったらセクハラになり
ますかね。皆さん綺麗なんですけれども、そ
の中で特別二人抜擢しまして、大住さんと石
川さんという女性コンビでやっていただこう

ということになりました。今まで、男性女性の二人でやると
いうような定型が多かったんですけれども、うちの華やかさ
を演出するのにはやはり女性がいいんじゃないかというよう
な意見が多数だったものですから、そのような形でお二人に
お願いをさせていただきました。わたくしが何故、この職に
ついてるかよくわからないんですけども、一応その二人の面
倒を見て一緒に司会をきちんと達成させるように努力しなさ
いということで、お目付け役というかこの役を仰せつかった
ようでございます。先程来、お話ありますようにタイムスケ
ジュール、それと式典の内容、それが決定次第実際の原稿づ
くり等が入っていくかとは思うんですけれども、出来れば前
倒しで想定した中で準備を重ねていきまして、当日は県南分
区他のクラブの方達に流石西クラブのやることは違うなと言
われるような素晴らしい司会をきっとお二人はやっていただ
けると思いますので、そのために私も努力をして頑張りたい
と思いますので、よろしくお願いいたします。現状はまだ何
も進んでおりませんので、何かありましたら皆さんからもご
要望いただければ。衣装等もいろいろ考えさせていただけれ
ばと思いますので、よろしくお願いいたします。

◦会場設営担当� 青木大委員長（代読：堀田一彦会員）
　参加人数が決まって、さらに新会員セミナー、式典、懇親
会の内容が決まってから、各種レイアウトを作っていただき
まして、それに基づいた会場設営を行っていくということで
した。

◦アトラクション一般担当� 鶴丸彰紀委員長
　アトラクション一般を担当させていただ
きます鶴丸でございます。当日のメンバー
は、藤田会員、運天会員、瀬谷会員、吉成会
員、増子会員、永山会員、水上会員、白岩会
員、沼田会員ということでやらせていただき

ます。アトラクションのほうは、一番最後にございます懇親
会の部分を盛り上げさせていただこうという役割をいただい
ております。この中で、今回懇親会に入る際にいろいろ悩ん
だんですが、金田さんのほうからのご推薦もいただき、クラ
シックのコンサートを一番最初に挟ませていただくと。この
後、ご挨拶、乾杯等に入らせていただいて、会のお食事の中
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で今度は各ロータリーグループの新人紹介などをお願いして
みようと考えております。17時10分から始まりまして、恐ら
くコンサートのほうで約20分、17時半としますと、19時まで
の1時間半の間でお食事等を済ませるような形になりますの
で、その新人紹介そこら辺は食事と並行して進めるつもりで
おります。この後に、ここでソングがおそらく入るかとは思
うんですが、ソングが入って中締め。その後にお土産渡しが
ここで入るか、もっと早い時間に今回人数多いですのでお土
産渡しがここで入るかというのはまだ確認取れてないんです
が、それで閉会という流れになります。この懇親会の部分を
担当させていただきますので、司会進行まで含めます。よろ
しくお願いします。

◦分区交流コンペ担当� 成井正之委員長
　改めて、こんばんは。分区の交流コンペを
担当します成井でございます。委員は私のほ
かに、運天直人さん、前原俊治さん、鶴丸
彰紀さん、車田裕介さんがなっております
が、ＩＭ終わってから約40日くらい時間があ

りますので。ただ、参加要項をこれからキャラバンとかそう
いったことで回していただけると思うんですが、その節には
今、20組というと80人。だから、相当頑張って集めないとな
かなか難しいのかなと思うんですが。あとは、ガバナーのほ
うも呼ぶのかな。考えてるのは、出来れば交流コンペですか
ら、各ロータリーをばらばらにして組み合わせしていきたい
なと思います。ある程度の地位のある方はそれなりに回って
いただこうかなと思うんですけども、そんなことを考えてお
ります。まだまだ、時間はあるんですけども、これから景品
の集め方ですとか、そういった事を時間をかけてやっていき
たいと思っております。あとちょっと危惧してたのは、その
配布文書をおそらく持っていただいてキャラバンに行ってい
ただけるかと思うんですけど、集合時間8時30分で良かった
んでしょうか。私のほうもちょっと確認してないんで。発表
しながら聞くなんていうのもちょっと不届きなんですけども、
そのあたり17日から始まるということなので、早めに連絡い
ただければと思います。事務局の堀田さんのほうには連絡入
れてあるんですけど、そのあたりの確認をしてやっていきた
いと思います。是非、楽しい交流コンペにしたいと思います
ので、皆さんも愛好会に入ってる入ってない関係なく、是非
やっていただければと思います。

◦堀田一彦会員
　ありがとうございます。キャラバンのほうでは、文書のほ
うは持って行かずに第3回の実行委員会でこれを一応協議す
る予定ですので、キャラバンのほうでは日時と場所をまず伝
えていただいて、4月16日土曜日に「グランディ那須白河ゴ
ルフクラブ」で行いますという部分を伝えていただいて、そ
の後正式に各種案内文と一緒に送付ということにしたいと
思っております。以上で、各委員会からの進捗状況の報告は
終わりなんですが、全体的に何かご意見ご質問等あれば挙手
を。金田ガバナー補佐から。

◦金田昇県南分区ガバナー補佐
　ちょっと説明不足だったとこもあったと思うんですけども、
今回メインになるところの講演会なんですけども、畠山さん
に、前に古い方は知ってらっしゃるんですけども、那須甲子

少年自然の家での森づくりで植樹の時に来ていただいて講演
を二回ほどやっていただいております。この方、アポイント
取りまして来ることになりましたので、この内容につきまし
て講演会を担当する方というか、そのセクションの方で資料
関係、それから必要であればスライドとか、西クラブの森づ
くりの時の写真とか、そういうものをスライド上にしてやっ
ていただければなというふうに思っております。それと、遠
藤会員のほうからちょっとご質問あったんですけども、とい
うことであれば林名誉会員を呼んではいかがだろうかという
ようなお話が出ました。私もこの林さんの夢というか、ＩＭ
にかける気持ちとかですね。畠山さんの気持ちだとかそうい
うものも含めまして、是非お呼びしたいなというふうに思っ
ておりますが、現状、施設のほうの許可が出るのか。それか
ら、本人が出られるのか。それから、感染状況も含めまし
て影響をよく見ながらご招待とか考えていきたいというふう
に思っています。もし、いらっしゃってもらえるような状況
になったとすれば、多分車椅子とかになりますので、介護と
かその援助のほうをお願いするようになると思います。でな
くとも、来られないようであればズームみたいなのとか、あ
とビデオを作って林さんのほうにお届けしたいというふうに
思っておりますので、ご了承いただければと思います。

◦堀田一彦会員
　ありがとうございました。その他に何かございますでしょ
うか。なければ、今の金田ガバナー補佐からありましたが、
畠山さんの担当は吉田実行委員長におこなっていただきまし
て、この畠山さんというのは平成元年から、森に落葉広葉
樹を植林する「森は海の恋人」という本も出されておりまし
て、実際カキの養殖をおこなっている方で、自然環境に対す
る理解を訴えている、未だに訴え続けている活動家の方であ
りまして、持続可能な行動を起こそうという部分、ＳＤＧｓ
にぴったりの方だというふうに伺っております。その他にな
ければ終わっていいんですかね。他になければ諸事お知らせ
としまして、来週の木曜日、18時30分から東京第一ホテルの
3階「あぶくまの間」で、第3回のＩＭ実行委員会をおこない
ますので、どうぞご出席のほうよろしくお願いいたします。
それでは、閉会の言葉、中目実行副委員長よろしくお願いし
ます。

◦閉会の言葉� ＩＭ実行委員会　中目公英実行副委員長
　皆さん、第1回ＩＭ実行委員会全体会議、お
疲れ様でございました。今日の各説明を聞い
て、ＩＭのおおよその概要が掴めたんではな
いかと思います。金田昇ガバナー補佐は主催
は志賀ガバナーだと何回も仰っておられまし

たが、白河西ロータリーのメンバーはそのようなことは取
りあえず上に置いておいて、金田昇ガバナー補佐を男にする
ために一つ各委員会でいろいろとこれから先検討を重ねる場
合に、悩んだらば金田昇ガバナー補佐だったらどう考える
か、そのような視点でもって、金田昇ガバナー補佐だったら
こういうふうに選択するだろうと。金田昇ガバナー補佐に成
り代わって判断をすべてとっていただきまして、金田昇ガバ
ナー補佐を男にするために是非ＩＭ、我がクラブ一丸となっ
てやっていきたいと思っております。以上、ＩＭ実行委員会
全体会議、お疲れ様でございました。よろしくお願いいたし
ます。


